
●
こ
ど
も
達
を
タ
バ
コ
か
ら
守
る

ど
ん
な
喫
煙
室
で
も
タ
バ
コ
の
害
を

防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
M
…

加
藤
一
晴
　
こ
ど
も
を
タ
バ
肇
か
ら
守
る
会
丁
代
表

第
1
4
回
市
民
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

秋
晴
れ
の
平
成
2
4
年
1
0
月
6
日
、
大
和

教
授
（
産
業
医
科
大
学
）
　
は
、
壇
上
か
ら

「
ど
ん
な
喫
煙
室
で
も
タ
バ
コ
の
害
を
防

ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
断
言
し
計
し
た
。

場
所
は
浜
松
科
学
館
ホ
ー
ル
。
第
1
4
回
市

民
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
演
者
と
し
て
望

月
友
美
子
先
生
　
（
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ

ー
た
ば
こ
政
策
研
究
部
）
を
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
と
し
て
招
聴
し
た
の
で
す
。

企
画
開
始
は
本
年
4
月
、
社
会
環
境
の

禁
煙
化
に
向
け
て
、
市
民
団
体
は
如
何
に

向
き
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
検
証
H

的
と
す
る
企
画
で
し
た
。
更
に
、
同
年
に

我
が
国
で
2
番
目
に
受
動
喫
煙
防
止
条
例

を
制
定
し
た
兵
庫
県
健
康
増
進
課
長
の
柳

瀬
厚
子
保
健
師
も
お
招
き
し
、
未
成
年
喫

煙
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
予
定
し
ま
し
た
。

開
催
ま
で
の
準
備
と
リ
ハ
ー
サ
ル

案
内
状
を
静
岡
県
、
愛
知
県
の
医
療
系

組
織
、
浜
松
市
内
で
は
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
教
育
委
員
会
（
県
・
浜
松
・
湖
西
）
、

県
議
・
市
議
、
ロ
ー
タ
リ
ー
＆
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
金
融
機
関
、
タ
ク
シ
ー
関
連
、

宿
泊
施
設
、
フ
ァ
ミ
レ
ス
・
飲
食
店
、
マ

ス
コ
ミ
各
社
に
送
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
9
月
中
旬
に
市
役
所
広
聴
広
報
課
で

記
者
会
見
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
マ
ス
コ

ミ
に
は
「
年
間
1
2
万
人
の
タ
バ
コ
病
犠
牲

者
を
防
ぎ
た
い
」
我
々
の
想
い
が
伝
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

9
月
1
6
日
に
は
科
学
館
ホ
ー
ル
を
借
り

て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
な
い
ま
し
た
。
製

薬
会
社
の
若
手
社
員
に
協
力
を
依
頼
し
、

当
日
浜
松
駅
か
ら
の
案
内
、
受
付
準
備
・

資
料
配
布
・
会
場
設
営
、
パ
ソ
コ
ン
と
音

響
設
置
、
控
え
室
準
備
な
ど
の
作
業
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
来
浜
さ
れ
る
3
名
の
講

師
に
向
け
て
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
4
枚
作
製

し
、
1
R
浜
松
駅
か
ら
浜
桧
科
学
館
ま
で

の
道
案
内
を
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
で
の
配

付
資
料
の
準
備
も
整
い
、
会
場
に
用
意
し

た
「
禁
煙
は
愛
・
禁
壇
は
喜
び
」
ノ
ポ
リ

も
視
界
に
入
り
、
否
が
応
で
も
会
場
の
機

運
は
高
ま
り
ま
し
た
。

第
－
部

司
会
を
担
当
し
た
大
谷
美
津
子
理
事

（
こ
ど
も
を
タ
バ
コ
か
ら
守
る
会
）
　
は
、



1』「
浜松科学館ホールで行なわれた第14回こ
どもをタバコから守る会　市民公開フォ
ーラムに参加した市民の皆さんが、パワ
ーポイントを使って説明する講師の話に

聞き入る（写真右）。参加者の質問に応
じる5名の先生方（写真上）。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、
事
前
に
視
察

し
た
国
会
議
事
堂
喫
煙
対
策
　
（
ス
モ
ー

ク
・
フ
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
ズ
）
　
の
不
備
を

訴
え
ま
し
た
。
前
代
表
の
鈴
木
秀
樹
先
生

よ
り
、
浜
於
市
が
提
携
し
て
い
る
陸
前
高

田
市
や
放
射
能
問
題
を
絡
め
た
挨
拶
が
あ

り
、
Ⅰ
部
座
長
の
静
岡
市
立
保
健
所
長
の

加
治
正
行
先
生
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

っ
た
「
妊
婦
と
喫
煙
」
　
の
話
に
、
大
勢
の

来
場
者
が
驚
き
ま
し
た
。

受
用
及
息
子

揮
頑
一
乍
子

続
い
て
静
岡
県
健
康
増
進
課
主
査
の
川

田
敦
子
保
健
師
が
、
静
岡
県
の
喫
煙
対
策

（
ふ
じ
の
国
受
動
喫
煙
対
策
）
を
紹
介
し

ま
し
た
。
特
に
平
成
2
3
年
1
2
月
に
行
な
っ

た
「
た
ば
こ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
ど
も
サ

ミ
ッ
ト
」
を
披
露
し
、
独
自
の
取
り
組
み

を
展
開
中
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
浜
松
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
グ

ル
ー
プ
専
門
監
の
辻
村
あ
つ
子
保
健
師

が
、
健
康
は
ま
ま
つ
2
1
に
お
け
る
喫
煙
対

策
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
ま
し
た
。

県
内
中
高
生
の
意
見
発
表
と

兵
庫
県
健
康
増
進
課
長
の
報
告

意
見
発
表
の
生
徒
は
3
名
。
県
立
大
平

台
高
校
2
年
生
宮
城
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
さ

ん
、
市
立
可
美
中
学
校
2
年
生
福
川
大
樹

さ
ん
、
県
立
新
居
高
校
3
年
生
宮
崎
莱
さ

ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
こ
ど
も
た
ち

が
喫
煙
社
会
を
如
何
に
見
て
い
る
の
か
が

伝
わ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

特
に
保
護
者
喫
煙
率
7
0
％
の
新
居
高
校

で
は
、
文
化
祭
で
掲
示
物
を
披
露
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
ま
で
行
な
っ
て
お
り
、
喫

煙
容
認
社
会
へ
の
啓
発
を
続
け
て
い
る
こ

と
が
判
り
ま
す
。



続
い
て
、
全
国
で
2
番
目
に
条
例
制
定

し
た
兵
庫
県
の
健
康
増
進
課
長
柳
瀬
厚
子

保
健
師
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
兵
庫

県
の
子
育
て
世
代
喫
煙
率
は
高
く
、
浜
松

市
の
2
0
代
喫
煙
率
1
6
％
に
追
い
つ
く
の

は
、
こ
れ
か
ら
だ
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

喫
煙
開
始
年
齢
は
中
学
1
年
生
頃
で
、

好
奇
心
や
友
達
か
ら
の
勧
め
で
す
が
、
断

る
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
必
要
性

は
ど
こ
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
県
民
運
動
と

行
政
と
の
施
策
と
し
て
、
普
及
啓
発
・
禁

煙
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
は
、
健
康
福
祉

事
務
所
が
担
当
し
、
教
育
委
員
会
や
学
校

と
密
接
に
連
携
し
、
小
学
校
6
1
校
3
4
8

2
人
、
中
学
校
1
8
校
2
1
3
2
人
、
高
等

学
校
5
校
2
0
1
4
人
が
受
講
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
全
県
挙
げ
て
喫
煙
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
壇
上
か
ら
伝

え
ま
し
た
。

第
＝
部

座
長
は
倉
田
千
弘
先
生
　
（
前
ヤ
マ
ハ
株

式
会
社
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
長
）
　
で
す
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
駆
使
し
て
受
動
喫
煙

～
残
留
煙
に
つ
い
て
、
タ
バ
コ
に
ま
つ
わ

る
社
会
正
義
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
し

ま
し
た
。

タ
バ
コ
フ
リ
ー
社
会
の
構
築
へ

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

望
月
友
美
子
先
生
　
講
話
要
旨

タ
バ
コ
問
題
は
息
の
長
い
間
題
で
、
タ

バ
コ
ウ
ォ
ー
ズ
　
（
闘
い
）
　
で
あ
り
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
情
報
操
作
と
対

峠
す
る
こ
と
で
す
。
何
時
ま
で
経
っ
て
も

周
回
遅
れ
で
す
が
、
進
ん
だ
か
な
と
思
え

ば
、
他
国
は
更
に
先
に
進
ん
で
い
る
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。

タ
バ
コ
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
政

策
・
政
治
・
科
学
・
産
業
は
市
場
の
奪
い

合
い
と
言
え
ま
す
。
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

い
た
科
学
が
あ
れ
ば
、
政
策
が
進
む
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
タ
バ
コ
問
題
＝
政
治

問
題
の
認
識
に
驚
き
ま
し
た
。
今
で
こ
そ

政
治
と
産
業
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
せ
め

ぎ
合
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

英
国
の
研
究
者
（
S
i
r
 
R
i
c
h
a
r
d
 
D
O
〓
）

か
ら
学
ば
れ
た
、
「
仕
事
の
原
動
力
」
と

な
る
言
葉
「
a
m
b
i
t
i
O
n
＝
「
公
共
的
な

課
題
に
対
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
気

概
」
は
大
切
で
す
。

タ
バ
コ
産
業
は
2
0
世
紀
を
通
じ
て
国
運

を
賭
け
て
き
た
の
で
、
是
が
非
で
も
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

意
思
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
2
0
世
紀
中
の
タ

バ
コ
に
よ
る
死
亡
は
1
億
人
で
す
が
、

我
々
が
直
ち
に
行
動
を
起
こ
さ
な
い
限

り
、
2
1
世
紀
に
は
1
0
億
人
が
死
亡
す
る
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、

W
H
O
は
2
0
0
3
年
に
た
ば
こ
規
制
枠

組
み
条
約
（
F
C
T
C
）
を
満
場
一
致
で

策
定
。
2
0
0
4
年
に
日
本
は
1
9
番
目
町

批
准
国
に
な
り
、
一
番
多
く
の
拠
出
金
を

負
担
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
1
7
4
カ
国

が
締
結
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
に
は
1
9
0
4
年
に
煙
草
専
売

法
、
1
9
4
9
年
に
専
売
事
業
法
、
1
9

8
4
年
に
た
ば
こ
事
業
法
が
あ
り
、
タ
バ

コ
保
護
の
ス
タ
ン
ス
で
し
た
。
こ
れ
ま
で

5
0
年
間
の
累
積
死
亡
は
3
0
0
～
4
0
0

万
人
で
あ
り
、
既
に
社
会
的
に
も
損
失
に

な
っ
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
問
題
と
原
発
問

題
は
、
非
常
に
似
た
構
造
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
力
で
何
と
か
気
運
を
高

め
た
い
と
思
い
ま
す
。



＊呼出煙：喫偲者が吐き出す煙

こ
ど
も
を
受
動
喫
煙
か
ら
守
る
に
は

全
面
禁
煙
し
か
あ
り
ま
せ
ん

大
和
浩
先
生
　
講
話
要
旨

以
前
に
喫
煙
車
両
に
、
防
毒
マ
ス
ク
着

用
で
粉
塵
計
を
用
い
て
計
測
し
た
デ
ー
タ

を
公
表
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
元
で
喫
煙

車
両
が
無
く
な
り
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
も

同
じ
よ
う
な
手
法
に
よ
り
、
今
で
は
全
国

に
禁
煙
タ
ク
シ
ー
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

社
会
に
対
し
て
、
無
関
心
で
は
な
く
意
見

す
る
こ
と
で
、
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
産
業
医
科
大
学
も
、
敷
地
内

禁
煙
に
し
て
か
ら
喫
煙
率
が
低
下
し
て
い

ま
す
が
、
家
庭
内
喫
煙
は
、
何
処
で
吸
っ

て
も
受
動
喫
煙
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
換

気
扇
の
下
、
別
の
部
屋
、
玄
関
、
ベ
ラ
ン

ダ
そ
し
て
、
喫
煙
を
止
め
た
後
に
も
呼
出

煙
は
し
ば
ら
く
吐
き
続
け
ら
れ
ま
す
。
タ

バ
コ
を
吸
っ
た
後
、
亜
呼
吸
（
＝
2
0
0

秒
）
　
は
呼
気
か
ら
タ
バ
コ
燵
物
質
が
排
出

さ
れ
ま
す
。
家
族
を
守
る
な
ら
自
宅
周
囲

1
4
0
m
は
禁
煙
区
域
に
す
べ
き
で
す
。

我
が
国
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で

喫
煙
対
策
を
講
じ
て
い
る
箇
所
は
皆
無
に

近
く
、
利
用
客
が
「
こ
の
よ
う
な
場
所
で

働
き
た
く
な
い
」
と
の
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
で
、
変
わ
っ
て
行
く
で
し
ょ
う
。

喫
煙
後
の
呼
気
に
給
揮
発
性
有
機
化
合

物
（
T
V
O
C
∵
ン
ツ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

の
原
因
）
　
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
数
時

間
は
呼
気
中
に
含
ま
れ
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
受
動
喫
煙
対
策
も
、
利

用
客
だ
け
で
は
な
く
従
業
員
へ
の
配
慮
が

欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

国
会
議
事
堂
に
設
置
さ
れ
た
ス
モ
ー

ク
・
フ
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
ズ
で
す
が
、
粉

塵
計
で
計
測
し
て
も
粉
塵
は
測
れ
ま
せ
ん

が
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
よ
う
な
有
害

物
質
が
漏
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
国
会

で
採
用
さ
れ
れ
ば
、
全
国
の
都
道
府
県
庁

に
普
及
す
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
は
大
変
愚
か
な
こ
と

で
、
喫
煙
率
を
減
ら
す
努
力
を
す
る
こ
と

が
受
動
喫
煙
の
な
い
社
会
へ
の
近
道
で
す
。

終
わ
り
の
言
葉

こ
ど
も
を
タ
バ
コ
か
ら
守
る
会
・
代
表

加
藤
一
晴

も
は
や
受
動
喫
煙
の
有
害
性
は
知
る
と

こ
ろ
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
無
煙
社

会
へ
の
道
の
り
は
程
遠
い
と
思
い
ま
す
。

浜
松
市
に
も
こ
ど
も
育
成
条
例
や
、
健
康

都
市
宣
言
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民

の
低
い
喫
煙
率
に
比
べ
、
行
政
の
健
康
施

策
意
識
は
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
か
ら
お
連
れ
す
る
の
は
、
8
年
前
か

ら
喫
煙
対
策
を
開
始
し
て
い
る
浜
松
雄
踏

息
神
社
で
す
。
露
天
商
ま
で
協
力
要
請
し

た
結
果
、
境
内
全
面
禁
煙
で
聖
域
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
気
づ
い
た

と
き
に
声
を
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

8
0
％
を
占
め
る
s
i
－
e
n
t
m
a
j
O
r
卓
（
も
の

言
わ
ぬ
多
数
）
　
の
力
を
信
じ
て
、
静
岡
駅

前
と
豊
橋
駅
前
の
灰
皿
を
撤
去
い
た
し
ま

し
ょ
う
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
参
考
デ
ー
タ
】

産
業
医
大
　
大
和
浩
教
授
「
実
践
喫
煙
対
策
」
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